
（コミュニティ主導の組織ってなに?）



　コミュニティ主導の組織はサービスを受ける

人たちが中心になって担い、サービスを受け

る人たちへの責任を第一に考える組織です。

エイズ対策では、HIV陽性者または結核患者

によるHIV陽性者または結核患者のための組

織、HIVに影響を受けている人たちによるHIV

に影響を受けている人たちのための組織が含ま

れます。HIVに影響を受けている人たちには、

女性、若者、ゲイ男性など男性とセックスをす

る男性、薬物使用者、受刑者、トランスジェ

ンダーの人たちが含まれます。

　HIV陽性者のコミュニティおよびHIVに影響

を受けているコミュニティは以下のように定義さ

れています：

A コミュニティ主導の組織・グループ・ネット
ワーク［1］

　は、法的な地位にかかわりなく、統治、指

導者、スタッフ、広報担当者、メンバー、ボ

ランティア［2］の多くが、基盤となる人たちの

経験と発想、意見を反映かつ代表する人たち

であり、自らの基盤となる人たちに対して説明

責任を果たせる透明性の高い仕組みを持つ組

織です。

　コミュニティ主導の組織・グループ・ネットワー

クは、自己決定と自主性を重視し、政府や企

業、ドナーからの要求に影響を受けません。

　コミュニティに基盤を置く組織のすべてがコ

ミュニティ主導というわけではありません。

B キーポピュレーション主導の組織とネット
ワーク
　はHIV陽性者や男性・女性・トランスジェン

ダーのセックスワーカー、ゲイ男性など男性と

セックスをする男性、薬物使用者、トランスジェ

ンダーの人たち［3］が主導しています。キーポ

ピュレーションはスティグマ、差別、犯罪者扱

い、暴力などの対象となる経験を共有し、世

界のあらゆる地域でHIV感染症の負担を極端

に大きく背負っています。

　キーポピュレーション主導の組織とネットワー

クは、統治、指導者、スタッフ、広報担当者、

メンバー、ボランティアが、基盤となる人たち

の経験と発想、意見を反映かつ代表していま

す。

　キーポピュレーション主導の組織とネットワー

ク、およびその専門技術は、私たちの生きた

経験に根差し、私たちが優先すべきものを決定

します。私たち自身を代弁し、世界のHIV対

策に欠くことのできない役割を担っています。



C コミュニティ主導の対応
　は自らの基盤となる人たちの保健と人権の改

善を求める行動と戦略です。とくに自ら代表す

るコミュニティ・組織・グループ・ネットワークに

より、自ら代表するコミュニティ・組織・グループ・

ネットワークのために情報を伝え、対策を実践

します。

　コミュニティ主導の対応は、それぞれの基盤

となる人たちがそのニーズと願いに基づいて決

定します。コミュニティ主導の対応には、以下

のような行動が含まれます。アドボカシー、キャ

ンペーン活動、政策決定者への説明責任の要

求；政策およびその執行やサービス提供に対す

るモニタリング；参加型リサーチ；教育と情報

共有；サービス提供；コミュニティ主導の組織・

グループ・ネットワークに対する能力構築と資

金確保。コミュニティ主導の対応は世界規模で

も各地域や各国、地方、草の根のレベルでも

可能であり、実質的には個人でもできます。

　コミュニティで行われる対応のすべてがコミュ

ニティ主導というわけではありません。

D キーポピュレーション主導の対応
　キーポピュレーションは世界のHIV対策の主

要な担い手です。私たちが優先すべき課題や

ニーズ、権利に基づいて、対応は変化してい

きます。キーポピュレーションは自らのために

も、多様な社会的、構造的決定要因を考えて

も、すべてのレベルの世界的HIV対策に加わ

るべきです。

　資金が得られるかどうかに関わりなく、キー

ポピュレーションは私たちのコミュニティの能力

強化を目指し、行動します。キーポピュレーショ

ンのコミュニティは重なる部分があるので、私

たちの対応も分野横断的になります。キーポ

ピュレーションは自らの代表を選び、HIV、ジェ

ンダー、人権、開発関連のプロセスにどうか

かわるかを判断します。

E 女性主導の組織と対応
　HIV陽性の女性およびHIVに影響を受けて

いる女性は2020年に「女性主導の組織」お

よび「女性主導の対応」を定義するための会

議を予定しています。HIV陽性の女性および

HIVに影響を受けている女性は多様であり、

HIV対応の極めて重要なパートを占めていま

す。ジェンダーによる差別とジェンダーに基づ

く暴力がもたらす様々な影響に直面し、そうし

た影響がHIV流行に拍車をかけているのです。

　他のコミュニティ主導の組織についても定義

を進めており、この冊子は引き続きアップデー

トしていきます。

一連の定義は以下の組織と人たちが作成した
ものです；
　GNP+（オマー・シャリフ）、ICW（リリアン・

ムォレコ）、INPUD（ジュディ・チャン）、ITPC

（ワム・モシメ）、IRGT（レイ・アン・ファン

デルメルウェ）、MPact（ジョージ・アラヤ）、

NSWP（ルース・モーガン・トーマス）、TBピー

プル（ティムール・アブドレフ）、Y+（レナッ

タ・ラングレー）、世界エイズ・結核・マラリア

対策基金理事会コミュニティ代表団（カルロス・

グラシア・レオン）、UNAIDSプログラム調整

理事会NGO代表団（アレサンドラ・ニロ、アディ

ティア・タスリム）

［1］コレクティブ、コーリション、その他の方法で人びと
が自ら組織したものを含む。

［2］異なる構造の組織では、ここに含まれない立場の人
もいるかもしれない。

［3］キーポピュレーションの定義は、性的指向やジェン
ダー、性自認に関連したものを含め、他のあり方を
とる人を除外するものではない。
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